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東電 福島第一原発から

20km 圏内および、避難指示

があったところ、「避難指示

解除準備区域」（年間 20 ミ

リシーベルト以下）、「居住困

難区域」（年間 20 ミリ超え

50 ミリ以下）、「帰還困難区

域」（5 年後も年間 50 ミリ超

え）の市町村を、政府は次々

に避難指示解除しています。

原発事故から 5 年後と言

えば、チェルノブイリ原発事

故後 5 年後 1991 年に、ウクライナ、ベラルーシ、

ロシアでは土地利用に関する法律ができ、土地の

セシウム 137 汚染、ストロンチウム 90、プルトニ

ウム 238、239、240 の汚染度から住民の被ばく線

量を評価し、年間 5 ミリシーベルトを超える地域

から住民を移住させることを決定しました。

その原発事故から 5 年目に、日本政府は年間 50
ミリシーベルトのところまで住民を帰還させよう

としています。住民帰還には、現地での農業の再

開、漁業の再開と交通機関の再開が必要です。「セ

シウム 134、137 合計で 100 ベクレル／kg までは

安全」と、数十万ベクレル／m2 の農地で作付準備

が開始されています。原発から 20km 圏内をのぞ

く、福島県沖で、次々で試験操業の対象の魚種が

拡大されています。2016 年 9 月 2 日には、底魚で

あり、これまで汚染がひどかったヒラメまで試験

操業が OK になりました。

これが「避難指示解除」になった地域の農作物

や水産物が 100 ベクレル／kg を超えていないも

のが市場に出され、流通していきます。特に外食

産業や、コンビニ弁当、お惣菜が危険です。
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水産総合研究センター（現在は水産研究・教育

機構に統合、改組）は、年間 3～5 回、年間 21～
42 検体くらいの水産物のストロンチウム 90 の検

査を、セシウム 134、セシウム 137 の検査と合わ

せて行い、公表しています。

2016 年 10 月 4 日に新たに 2 検体の結果が公表

されました。109 マダラ、110 マダラです（2016
年 4 月 12 日採取）。2015 年 6 月 30 日公表され

た、83 コウナゴ（2015 年 4 月 20 日採取）からの

データを以下、海の採取地点にまとめました。赤

字がストロンチウム 90 が検出されたものです。

Sr90 がストロンチウム 90、Cs134 がセシウム 134、

Cs137 がセシウム 137 を意味します。すべて単位

はベクレル／kg です。

水産庁が 2015 年 4 月に公表した、『水産物の放

射性物質の検査に係る報告書（2011 年３月～

2015 年１月） 水産庁 2015 年 4 月』には、以

下のように書かれています。

事故発生後の放射性ストロンチウムの検査結果

については、高濃度の放射性セシウムが含ま

れていたシロメバル（Cs134＋Cs137：970 

Bq/kg、Sr89：0.45 Bq/kg、Sr90：1.2 Bq/kg））

及 び イ シ カ ワ シ ラ ウ オ （ Cs134+Cs137 ：
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40Bq/kg、Sr90：0.4Bq/kg）において、事故発

生以前に比べてやや高い放射性ストロンチウムが

検出された例を除いて、各検体におけるストロン

チウム 90 の濃度は、検出限界値未満～0.21 

Bq/kg、ストロンチウム 89 は検出限界値未満で

あり、事故発生以前と同程度であった。pp.45

東電 福島原発事故以前の

海の魚介類のストロンチウ

ム 90汚染は？

果たしてそうでしょうか。原子力発電所は稼動

中、環境中に微量な放射性物質を大気に、大地に、

海に放出しています。その水準を調べるために、

すべての原子力発電所の周辺の空気、大地、水、海

の環境を調べる「原子力施設周辺環境放射線モニ

タリング調査」が行われています。

1999 年～2009 年までの 11 年間の「原子力施設

周辺環境放射線モニタリング調査」、「海洋放射能

調査」、「食品試料の放射能水準調査」などを調べ

てみました。検体は 3267 検体でしたが、そのうち

ストロンチウム 90 が検出されたのは、509 検体で

しかありません。18%です。陸上の水性生物のスト

ロンチウム 90 の汚染がひどく、最高は秋田県のコ

イ 3.6 ベクレル／kg でした。1999 年 8 月 9 日資

料採取。

しかし、海の魚類、藻類、頭足類、なめこのスト

ロンチウム 90 は非常に少なく、3113 検体中 426
検体です。ナマコは 43 検体中、ストロンチウム 90
が検出されたのは 3 検体。0.13 ベクレル／kg、
0.12 ベクレル／kg、 0.053 ベクレル／kg です。

（佐賀県八田浦。玄海原発の前。）サザエは 181 検

体中、ストロンチウム 90 が検出されたのは 6 検

体。0.055、0.037、 0.037、 0.03 ベクレル／kg（以

上、愛媛県九町越沖。伊方原発の前。）、0.02 ベク

レル／kg（島根県鹿島町沖。島根原発の前。）、0.023
ベクレル／kg（新潟県柏崎市椎谷岬。柏崎刈羽原

発の前。）です。アワビは 84 検体中 2 検体検出。

0.054、0.04 ベクレル／kg です。（茨城県久慈沖、

大洗沖。東海第二原発、核燃料サイクル工学研究

所の前。）ハマグリは 112 検体中 1 検体検出。0.04
ベクレル／kg です。（茨城県大洗沖。東海第二原

発の前。）アサリは 31 検体すべて不検出。ホッキ

ガイは 81 検体すべて不検出。ホタテガイは 73 検

体すべて不検出。サザエは 180 検体すべて不検出。

ハマグリは 92 検体すべて不検出。ホヤは 22 検体

すべて不検出。ムラサキイガイは 58 検体すべて不

検出。ムラサキインコガイは 11 検体すべて不検出。

カキは 43 検体すべて不検出。ウニは 17 検体すべ

て不検出。イカは 41 検体すべて不検出。タコは 67
検体すべて不検出。

一方、原発事故前でも、原発周辺海域の甲殻類

や海草のストロンチウム 90 汚染はひどいです。ヒ

ラツメガニは 11 検体中、ストロンチウム 90 が検

出されたのは 7 検体。検出率 88%です。0.05～0.10
ベクレル／kg です。（青森県六ヶ所沖。日本原燃

核燃料再処理場、六ヶ所再処理工場の前。）ただし、

イセエビは 20 検体すべて不検出。

海草のアラメでは、201 検体中ストロンチウム

90 が検出されたのは、49 検体もあります。検出さ

れたアラメの採取地点だけを記載します。茨城県

磯崎沖 16 検体、茨城県久慈沖 12 検体、茨城県大

洗沖 5 検体（東海第二原発、核燃料サイクル工学

研究所前。）0.04～0.065。宮城県女川湾、女川沖口、

山王島沖 16 検体（女川原発前）0.024~0.072
ワカメは 331 検体中 92 検体検出。宮城県女川

湾、女川沖口 7 検体（女川原発前）0.005~0.007。
福島県双葉大熊町沖 11 検体（福島第一前）0.02～
0.04。福島県富岡・楢葉沖 11 検体（福島第一前）

0.02～0.04。青森県むつ市沖 2 検体（原子力船む

つ港）0.04、0.04。島根県鹿島町沖 4 検体（島根

原発の前。）0.03～0.09。石川県鳳至郡門前町 2 検

体（志賀原発附近。）0.0029、0.0035。北海道岩内
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沖 1 検体（泊原発附近。）0.013。茨城県久慈沖 1
検体（東海第二原発、核燃料サイクル工学研究所

前。）0.047。青森県今別沖 1 検体（原子力船むつ

が出航した陸奥湾入口。）0.025。青森県東通村沖 2
検体（日本原燃核燃料再処理場、六ヶ所再処理工

場の前。）0.05。鹿児島県薩摩川内市京泊沖 1 検体

（川内原発前。）0.04。
一方、以下の環境放射能調査の結果から、ある

程度のストロンチウム 90 の汚染は原発とは関係

なく、大気圏内核実験の影響でワカメに蓄積して

いると思います。

青森県深浦沖 2 検体（環境放射能調査）0.026、
0.036。愛知県南知多沖 7 検体（環境放射能調査）

0.023～0.056。山形県飛鳥沖 7 検体（環境放射能

調査）0.026～0.043。新潟県佐渡市片野尾沖 5 検

体、佐渡市岩首 1 検体（環境放射能調査）0.024～
0.044。三重県和具沖 4 検体（伊勢志摩、環境放射

能調査）0.026～0.053。三重県鳥羽市 3 検体（伊

勢志摩、環境放射能調査）0.025～0.029。広島県西

区 8 検体（環境放射能調査）0.02～0.046。この程

度のレベルのストロンチウム 90 を、私たちは原発

事故以前からワカメと一緒に食べていた、という

ことです。

ヒジキは 53 検体中 9 検体検出。愛媛県九町越

沖（伊方原発前）7 検体、0.02～0.048。茨城県大

洗沖（東海第二原発、核燃料サイクル工学研究所

前。）2 検体、0.051、0.085。
一方、昆布は 73 検体中 2 検体検出。0.122 ベク

レル／kg、 0.008 ベクレル／kg です。（北海道余

市町沖。泊原発前。）スジアオノリは 11 検体すべ

て不検出。

一方、水産総合研究センターの検査では、図表

の 109 マダラ、110 マダラ（2016 年 4 月 12 日採

取）はそれぞれ、0.019、0.023 ベクレル／kg のス

トロンチウム 90 を含んでいました。

ところが、原発事故前 1999 年～2009 年までの

11 年間の「原子力施設周辺環境放射線モニタリン

グ調査」、「海洋放射能調査」、「食品試料の放射能

水準調査」では、マダラ 37 検体検査をしています

が、ストチウム 90 が検出されたものは 0、一つも

ありません。

すなわち、2015年のマダラのストロンチウム 90
は福島第一原発事故由来である、ということです。

1999 年～2009 年の間のカレイを調べた検査は

1 件もなかったのですが、ヒラメの検査は 118 件

ありました。そのうち、ストロンチウム 90 が検出

されたのは、2 検体。検出割合は 1.7%にすぎませ

ん。0.046、0.062 ベクレル／kg のストロンチウム

90。久慈沖 1 検体、大洗沖 1 検体（東海第二原発、

核燃料サイクル工学研究所前。）でした。（採取日：

1999 年 5 月、6 月）

水産総合研究センターの検査では、図表の 98 マ

コガレイ、99 マガレイ、103 マコガレイ、101 イ

シガレイはそれぞれ、0.41、0.084、0.087、0.039
ベクレル／kg のストロンチウム 90 を含んでいま

した。（採取日：2015 年 10 月 4 日～20 日）

1999 年に東海第二前で取れたヒラメのストロ

ンチウム 90 汚染よりも、2015 年に採られた 98 マ

コガレイ、99 マガレイ、103 マコガレイは高いで

す。これらも福島第一原発事故由来であると考え

るべきです。

東電 福島第一から放出され、また、今の原発

から流れ出ているストロンチウム 90 は沖合の海

を汚染している、と考えられます。それは現在進

行中です。

福島県沖試験操業 原発

20km 県外はすべて解禁に

原発から 20km 圏内にも住民を帰還させる方針

のため、作付け開始準備の名の下に、飯舘村でも

米作りが許可されています。

そして、漁民の帰還を促すために、2015 年 8 月
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31 日には、原発 20km 圏内以

外のすべての海域で試験操業

が許可されてしましました（右

図）。冒頭に紹介したように、

ヒラメ漁も 2016 年 9 月 2 日再

開されました。

福島県漁連は放射性セシウ

ム 25 ベクレル／kg 以上でス

クリーニング検査を行い、25
を超えた場合にゲルマニウム

半導体検出器で精密検査、それ

で 50 ベクレル／kg を超えた

場合に出荷停止とする、自主規

制を行っています。

茨城県も放射性セシウム 50
ベクレル／kg を超える危険性

のある魚種を海域ごとに自主規制しています。

2016 年 10 月 6 日現在、自主規制の対象となって

いるのは、アカシタビラメ（北部海域）、シロメバ

ル（県中央海域）、キツネメバル（南部海域）、マル

アジ（南部海域）の 4 種だけです。2016 年 10 月

6 日に北部海域でのクロダイの漁業が許可されて

います。

しかし、それは福島県、茨城県の水産物は放射

性セシウム 50 ベクレル／kg 以下は市場に流通

させる、ということを意味しています。ストロン

チウム 90 を測ることもしないで。

ストロンチウム 90 白血病、

脳の発達を阻害、糖尿病に

果たして、セシウムだけの測定でいいのでしょ

うか。ストロンチウム 90 はセシウム 137 よりも

300 倍も危険とする学者もいます。セシウム 137
と違い、体内の骨に蓄積し、一生出て行かないこ

ともあるからです。ストロンチウム 90 の物理的半

減期は 29 年ですが、生物学的半減期は 50 年とい

われます。

ストロンチウム 90 は骨に蓄積し、白血病を引き

起こすと言われています。アーネスト・スターン

グラス氏は、ストロンチウムはカルシウムと似た

化学的性質があるために、カルシウム結合タンパ

ク質の代わりに簡単に脳にも入り込む、と指摘し

ています。カルシウム結合タンパク質は恒常性の

維持から学習や記憶まで、様々な生命現象に関与

します。ストロンチウム 90 が脳に入りこみ、神経

系にダメージをあたえ、脳の発達を阻害する、と

スターングラス氏は指摘しています。また、彼は、

ストロンチウム 90 がベータ線を出して崩壊した

後、イットリウム 90 になることを指摘していま

す。

イットリウム 90 はすい臓に蓄積する性質があ

ります。すい臓というのは、糖尿をおさえるホル

モン、インスリンを分泌しています。ここに異常

が出ると糖尿病になります。世界中で糖尿病が急

増しているのは、大気圏内核実験と原発によって、

ストロンチウム 90 が撒き散らされたからである

と、彼は指摘しています。
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15年では止まらない、河川

のストロンチウム 90 汚染、

セシウム 137 汚染

以下は、チェルブイリ原発事故後、15 年後での

チェルノブイリ原発近くのプリピャチ川のストロ

ンチウム 90（黒）とセシウム 137（青）の汚染の

ようすです。ストロンチウム 90 のほうが高く、10
年間は 1 ベクレル／L 前後、15 年たってやっと

0.50 ベクレル／L になっています。セシウム 137

は 0.07 ベクレル／L で横ばいに。

日本でも河川の汚染は長期に渡ることを覚悟す

べきです。



今をしあわせに生きる  林 忍 （さいたま市）
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五年半前、あの震災が起きて、事故前からする

と、今想定外の生活をしています。

私の３人の子ども達は、今バラバラな場所で暮

らしています。

あの事故がなかったら、多分今も一緒に、さい

たまの自宅で暮らしていたことと思います。

何故、私がこのような選択をしたのか？これか

ら書かせて頂きます。

家族の状況

長女（現在 23才・大学４回生）性格…のんびり屋・

優しい・素直・面倒くさがり

事故当時、高２、受験戦争に入ったところ。素直だ

けれど、面倒なことはできないので、マスクも学

校ではしない状況。体は強くなく、事故半年後に、

アトピーが復活。でも、都内の大学を選び、翌春入

学。が…色々と不調が出てなかなか通えず、木下

黄太さんの講演を聞き納得し、再受験し京都の大

学へ進学。現在は卒論に追われつつ、大学院の受

験勉強中。

次女（現在１９才・大学１年生）性格…おっとり・

計画的・決めたことは出来るまで絶対やる・みん

なと一緒！が好き・超器用

事故当時、中１。中高一貫の私立校に通っていた

こともあり、事故直後の家族での移住は断念。

大学受験の際、西日本もしくは海外へ…と考えて

いたが、どうしても行きたい大学が都内とのこと

で、かなりの数の私との約束事を承諾し、受験。今

年の春、念願の都内の大学へ入学。（ちなみにどん

な約束をしたかというと、チェルノブイリハート

を観る・川根先生の講演会へ行く・毎年検査を受

ける・今日はマスク！とお母さんが言った日はは

ずさない・外食に気を付ける・１年以上留学する

…などなど）現在はサークルに夢中。

長男（現在１６才・カナダ高校留学２年生）性格

…のんき・優しい・くだらないことを真剣にやる

天才・人と違っていても頑張れる・面倒くさがり

事故当時、小５。公立の小学校から公立の中学校

に進学。事故後は、１度も給食を食べず、お弁当持

参（学年で１人）。中３の６月に、留学することを

決意し、翌４月カナダ・バンクーバーへ。語学学校

で４か月過ごし、９月にバンクーバー島のコモッ

クスバレーへ移り高校へ入学。大自然のなかで現

在過ごしている。

私…元幼稚園教諭。教育にポリシーがある。長女

がアレルギー持ちだったことから、健康に気を付

ける生活を事故前から送っていた。（農薬・添加物・

電磁波・遺伝子組み換え・環境ホルモン・薬など）

夫が健康関連の仕事ということもあり事故当時情

報は早く、事故後３週間家族で米子へ避難。現在

は夫・私・次女・愛犬のはな❤と、健康に気を付け

ながら、さいたまで暮らしている。

事故直後の選択

上に書いた通り私は健康オタク。事故前から、

六ケ所村にもしものことがあったら、どうなる

か！？などの知識がありましたし、報道は嘘だら

けということも知っていました。事故直後は、先

ず健康オタク仲間から「窓を閉めること・雨にぬ

れないこと・マスクをすること・出来るなら逃げ

ること」などが書かれたメールが届きました。当

時、長女は期末テスト中、次女はラッキーなこと

に、4/8までは登校禁止の学校判断。どうするか…。

放射性物質とは何者なのか？具体的なことは全く

分からず、ただ怖いもの…という感覚。そんな中、

外資系の会社で働く姉から、「上司の外人は速攻み

んな帰ったよ。ばーばに頼んであげるから、米子

に逃げな！飛行機チケットすぐ取るよ！上司が全

員いなくなったから私は行かれない。あなたは子

どもがいるでしょ！だから逃げな！」と電話が…
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（泣）。健康関連の仕事を前にしていて、上層社会

の方々に繋がっている義兄からも「会社１週間休

みにして社員全員逃がす。俺たちも山口に行くか

ら、あなたたちも早く逃げなさい！」と電話があ

り…。それでも、どうしよう…と決められずにい

た夫に「目の前に 1000 万積んであったらどうし

たい？」と聞きましたら、「逃げる。」と。「それが

答えだよね、お金はどうにかすればいい！逃げよ

う。」と、言うことで決定しました。一体いつまで

避難すればいいのか？一体いくらかかるのか？な

んでこんなことが起こってしまったのか！？地震

はいつまで続くのか？そして当時は、福島からさ

いたまに避難してくる方々がいること、そしてお

手伝いにいく友達がいること。そんな人たちがい

る中さいたまから離れるなんて…、大事な姉を置

いていくなんて…、不安と怒りと悲しみと、色々

な思いで頭の中がぐるぐるまわり、体ががくがく

震えながら決断しました。

米子に着いてからは、３泊母の所に泊り、その

間ウィークリーマンションを借り生活用品を揃え

（友人が布団・食器・米など用意してくれ感謝）結

局３週間米子で過ごしました。徒歩５分で海岸と

いう場所で海に癒されながら、関東の友人に物資

を送ったり（米子でも、乾電池・水は売り切れ）、

放射性物質について調べ、今後を考える日々でし

た。ちょっとずつ現状が分かり、「あ～給食だめだ。

食べられないよ。４月からお弁当ね。」と息子に宣

言。子どもたちは、異常事態はわかっている上、私

がどれだけ勉強しているかは目の前で見ていたの

で、言うことには素直に従い、手伝いも率先して

やってくれました。ただ長女は当時 JK❤。友達と

も遊びたい盛りでしたので、いつ帰るの？早く帰

りたい！と言い続けたのも事実ですが、現在は、

あの時逃げてよかった…と言っています。

お弁当の選択とさいたま市の測定

始業式直前に、自宅へ戻り、息子の小学校へ。ど

う先生へ話すか！？考え、やはりここは言い切り

の形で言うと決め、それでも NO が出た場合も想

定して、説明できるよう資料は山ほど持参しまし

た。「先生、放射能が怖いので、今後は給食は食べ

ず、お弁当を持参します。給食無しの手続きをお

願いします。」と、単純に話しましたら、「はい、わ

かりました。では、事務室にどうぞ。」と。ははは、

資料を見せることもなくあっという間に終了、あ

りがたかったです。息子は、勿論給食を食べたい

と思う日もあったかと思います。息子の気持ちも

考え、お弁当は給食のメニューとほぼ同じものを

４年間毎日持たせましたので、大変ではありまし

たが、まぁ大人になって、自分がどれほど愛され

ていたか、気付いてくれたらそれでよし…です。

５月、６月と月日は流れ、さいたまでも、放射能っ

て怖いよね！？と思うお母さんたちが増え、「すこ

やかさいたま」が立ち上がりました。子ども達の

学校・幼稚園での安全確保にも話はすすみ、給食

測定を希望する署名活動などなど行われました。

当時、どんな測定方法が１番いいのか？色々と議

論もありましたが、先ずは市に測定をしてもらう

こと！ということで、川根先生にもお願いし、お

母さん達と川根先生とで市に掛け合い、市議会に

請願も出し、決定されました。下限値はゆるゆる

ではありますが、全校測定は１度行われ、その後

は、食材測定に移行され続いています。

私の選択

さいたまは安全か？と聞かれたら、「危険です！」

と答えます。移住したいか？と聞かれたら、「した

いです！」と答えます。なのになぜここに住んで

いるのか…。事故直後とはかなり考えが変わった

点ですが、今の自分の幸せな選択が家族と共にさ

いたまで暮らすことだから…が答えです。時が経

って状況が変われば、また答えも変わることと思

います。
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子ども達の選択

子ども達は、思春期という１番難しい時期に事

故を経験しました。小さい頃とは違って、自分の

意志と言うものがあります。この時期の子どもに

１番大切なことは、「自分で納得して決める」とい

うことと私は思っていますので、福島の状況、核

実験のこと、関東の状況、これから起きるかもし

れないこと、健康維持に必要なことなど全てを伝

えた上で、最終決定権は、子ども自身に託しまし

た。なので、三人三様な選択となりました。

健康と移住について

健康に生きるにはどうしたらいいのか？健康を

構成する１つは、体。それを維持するために、避け

たいものは、農薬・添加物・電磁波・遺伝子組み換

え・薬・環境ホルモン・PM2.5・放射能…などなど。

現在の日本は残念ながら毒だらけですし、状況は

日々変わるので、情報を常に取り、それに合わせ

た生活となります。

そして、体に必要な栄養・きれいな水や空気を

入れ、デトックスに努め、必要な検査を受けたり

それに応じた治療をすることも大切と考えます。

人間は、１人１人体の状況が違うので、それに合

わせた対応やケアも大切です。

それからもう１つ。心。健康を維持するために

最も大事なポイントがこの心。心はもの凄く体に

作用しますから、自分に取ってどんな状態が心穏

やかでいられる状態なのか？そのためにはなにを

したらいいのか？これが健康維持に１番大事と思

っています。

これを移住という観点から考えますと、とにか

く放射能は避けたい！でも、西日本へ行くことが

全ての人にとって幸せなことなのか？と言うと、

そこは？？と思っています。実は息子は検査の結

果、アレルギーで１番良くないものが PM2.5と出

ました。なのでもし西日本に移住していたら、か

なり体はきつくなったかもしれません。カナダで

１年２か月過ごした息子の甲状腺からはのう胞も

ヨウ素も消えました。京都に住む長女は検査で体

の中に放射能はありませんが PM2.5 が入ってい

ることは確認されています。夫に関しては、代々

木で育ち、現在実家は早稲田…という典型的な都

会っ子ですので東京から離れる移住は、精神的に

かなり苦痛を伴います。本当に人それぞれです。

こんなことを書くと移住反対派か？と思った方も

いるかもしれませんが、そんなことはありません。

間違いなく関東の空気は日々悪くなっていますか

ら。

運やツキについて

私は宗教家ではありませんが、これがもうホン

トに大事！と思っています。この点は夫も同じで、

運気をあげる行動は怠りません。

大学生２人と留学生１人、食べ物や日用品、空

気にも気を付ける生活、それはお金がかかります。

金運…トイレを磨く！…これは欠かさないし、断

捨離や、部屋の掃除、財布も金色だし＾＾；はは

は。笑われるかもしれませんが、やってみたらわ

かります。すごいです。

そしてプラス思考と言葉。これもかなり大事に

しています。言霊と言うように、言葉にすると、脳

がそれに反応し、体の動きもそちらの方向へ行く。

つまり発言が実現化しますので、出来る限りマイ

ナスな言葉は避け、肯定の言い方（子どもに対し

ても）で過ごすようにしています。

なんだか放射能・移住の話とはかけ離れている

と思われるかもしれませんが、移住って、行って

みないとわからない、住んでみて初めてわかるこ

とも多いのです。つまり、運の良し悪しで、移住生

活は大きく変わりますから、大事なのです。

カナダ高校留学について

子ども達の移住の中で、カナダ留学について聞

かれることが多いので、最後に書いてみます。何
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故、高校留学を考えたのか？それは、放射能回避

もありますが、このご時世、英語をペラペラにな

っておけば、何かが起こった時に海外へ怖くなく

行くことが出来る、それをするには、勉強が不得

意な息子にとっては高校がベストと思ったからで

す。

何故、川根先生が NZ に毎年行かれていることを

知っていて、カナダを選んだのか？気候も良く、

安全で、空気もきれいな NZ ですが、難点は、英

語の訛りと、国民性がのんびり過ぎる点。永住を

決めているならいいのですが、息子はそこまでは

決めきれない状況でしたので、そのくせがつくの

は危険と判断したからです。カナダは、訛りのな

い英語で、治安もよく、高校はほぼ公立なので費

用もアメリカやヨーロッパに比べると半分ほどで

す。そのあたりが理由です。

教育の制度は日本とかなり違います。地域の教

育委員会ごとにも違いがあります。

息子は、「日本人が多い場所だと日本語をしゃべ

ってしまうから日本人がほぼいない田舎がいい」

と希望し、バンクーバー島のなかのコモックスバ

レーに決めました。息子は、語学留学時のホーム

ステイ先や、高校入学時のホームステイ先、どち

らにも恵まれ、バスに４０分乗ればスキー場、５

分歩けば海…という場所にも恵まれました。本当

にラッキーボーイ。湖でキャンプしたり、カヤッ

クに乗ったり。ホームステイ先はカナダ人のご家

庭で、ドイツ人の留学生もいて、学校の１番のお

友達は現地在住のベトナム人。スペイン人の留学

生とも仲良し、なんともグローバルな生活です。

息子は特に問題もないのですが、それでも 15才で

親元を離れ、話せない英語で一生懸命生活をする

ことは、彼にとっては本当に大変なことでした。

自分のことは全て自分でやるわけですし。入学で

１０円ハゲが出来るんじゃないかと思うほどの緊

張も経験しました。   

行ってみて息子が驚いたこと…郵便物は家まで

は届かず、近くの（歩ける距離ではないけど）集積

所まで取りに行く・夜はまっ黒、何にも見えない・

学校の授業をさぼろうとしてカフェまで行こうと

しても、１番近いカフェまで徒歩２０分！わは

は。・コンビニより日本食の妙なファストフードの

数が多い・カナダ人はほぼ傘をささない・マスク

もしない…などなど。

そして、１年２か月が経ち、夏休みには心身共

に大きくなって帰ってきました。息子が帰ってす

ぐに言った言葉は、「日本ってちっちぇ～。」「お母

さん、森がないねえ。あちぃよ～。」です。母のあ

りがたみをひしと感じた息子は手伝いも進んでや

ってくれましたし、「お母さんが僕に送るおこづか

いを減らせるようにバイトするよ。」と、バイトも

し、バイト帰りには私にお土産まで買ってくる…。

なんともびっくり。自分で「お母さん、かわいい子

には旅をさせよだよね～。」と言っていました。私

は日々、息子に「みんなと一緒じゃなくていいん

だよ。君は君だから。君が幸せなように生きれば

いいんだよ。」と言っていますが、言葉通り、日本

の高校生とは全く違う体験を息子は今満喫してい

ます。

この９月に息子が帰る際、夫、姉と共ににカナ

ダへ観光しに行きました。自分で行ってみて、や

はり感じたことは、カナダは大きい！！です。姉

の友人がいるウィスラーへも足をのばしまして、

ゴンドラに２０分乗り、降りたら、なんと山頂は

雪が降っていました。これまたびっくりでした。   

世界地図で見るとバンクーバー島はちっちゃく見

えますが、四国２つ分位の大きさですから、国土

は本当に大きいのです。息子が言った意味を体感

しました。

そして日本では英語を話さなかった息子ですが、

カナダでは当然ペラペラとしゃべり、しゃべれな

い私を１人にはさせられないと、私の代わりにし

ゃべってもくれまして、たくましくなった姿も垣

間見ることが出来ました。９月からは高校２年生。
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バンクーバーで別れる時は今年も泣いてしまいま

したが…息子が一回りも二回りも大きくなって帰

ってくる来年の夏休みを楽しみにしています。

２０１６ ９/14 息子からの LINE
今日は晴天！雲１つねーの ランチは芝生で食べ

たよ。（つまり写真は学校の敷地内です）

これを読んで高校留学を考えた方へ

息子は本当に運がいいのです。ホームステイ先は、

ピンキリです。ものすごく規制が激しい家もあれ

ば、片付けがされていない家もあり、ご飯がとて

もいい加減な家もあります。海外では洗濯は週１

と決められることもしばしばです。エージェント

もピンキリです。高額で手厚いエージェントもあ

れば、安かろう悪かろうもあります。どうか、よー

くお調べの上お決めください。



避難を続ける人たちの現実の「声」に、

どうか想像力を持って耳を傾けて下さい。 森松明希子（郡山市から大阪市へ）

12

2016 年 9 月 10 日に京都に招かれ、講演をし

ました。そのときに、郡山市から大阪市に避難

されている森松明希子さん、東京から神戸市に

避難されている下澤陽子さんのお話を伺いまし

た。

お 2 人の訴えをお読み下さい。

大阪地裁 第９回口頭弁論期日

原告意見陳述書 2016年 6 月 2日 森松明希子

原告の森松明希子と申します。

発言の機会をいただきまして、心から感謝申し上

げます。

私は東京電力福島第一原発事故から 2 カ月後の

２０１１年 5 月、大型連休をきっかけに、福島県

の郡山市から避難をすることになりました。現在、

子どもたち 2 人と大阪市に避難をしています。

いわゆる母子避難です。

夫は、今も福島県郡山市で、医師として事故前

と同じ病院で働いて、家族の避難生活をささえて

いています。

夫が郡山市に残っているのは、福島県から避難

することが出来ない患者様の治療を放棄すること

が出来ないからです。

０歳で大阪に連れてきた私の娘は、５歳になり

ました。０歳の時から父親と一緒に暮らすという

生活を知りません。

３歳の時に避難した上の息子は、今も福島県民

でありながら、大阪の小学校に入学して、現在は

小学校３年生です。絵を描かせると、いつも大好

きな父親と会えることを夢見て東北新幹線の絵を

描いて子どもなりに寂しさを乗り越えています。

子どもたちの父親である私の夫は、そんな子ど

もたちの日々の成長をそばで見ることが出来ない

この 5 年間でした。

今日ここで、私が最も伝えたいことをお話しし

たいと思います。

多くの人たちが、身の危険に直面したら逃げる

のが当然で、逃げることは簡単にできると思い込

んでいます。

でも、３．１１後に起きた東京電力福島第一原

発事故を経験して、そんなあたりまえのことがで

きない社会的状況があることを、私は身をもって

知りました。

そして、すべての国民が現在進行形でそれを目

撃していると思うのです。

火事が起きれば、熱いから、人は逃げ出します。

地震で家が壊れれば、崩れて下敷きにならないよ

うにその場から離れます。津波が海の向こうから

見えれば、人は波にさらわれないように高台に走

って逃げます。

ですが、原子力災害はこれらの自然災害とは異

なり、明らかに「人災」です。

そして漏れ出るものは「放射能」。

放射能は、色もない、ニオイもない、

それが低線量であれば五感で感じることは出来

ません。

原子力を国策としてすすめた国が、そして原子

力産業により莫大な利益を得る東京電力が、きち

んと責任をもって放射線を管理し、管理できない

状態になればすみやかにそれを知らせ、状況をつ

ぶさに隠蔽せず公表し、汚染状況を詳細に周知徹

底し、危険については警鐘を鳴らし、適切な避難

の指示・勧告、そして制度と保障を行わなければ、

一般の人々は逃げることは容易ではないのです。

そうであるにもかかわらず、高いハードルを越

え、避難を決断し、避難を続ける人たちの現実の

「声」に、どうか想像力を持って耳を傾けて下さ

い。

母子避難を決心するまでの２ヶ月間は、地震直

後の混乱の中、パニックを起こさないように、た

だひたすら「収束するから」「復興」「がんばろう東

北」の言葉を信じて、とても違和感のある生活に

耐えていました。

「健康に直ちに影響はない」と繰り返すばかり
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の当時の官房長官の言葉とは裏腹に、子どもたち

を一切公園には出さず、長袖長ズボンで外出時は

マスクを着用させていました。外遊びをさせない、

洗濯物を外に干さない、窓は開けない。このよう

なことが当たり前となっていき、とても普通の暮

らしを送れる状況ではありませんでした。

週末が来れば、家族で車に乗りこみ、隣県の山

形県や新潟県まで高速道路をひたすら走り、普通

の町中にあるようなブランコや滑り台のあるだけ

の公園を見つけて小一時間ほどそこに３歳児を降

ろして遊ばせて、また何時間もかけて福島に戻っ

てくる。そんなおかしな生活を続けていました。

私の住んでいた郡山市は、福島第一原子力発電

所からは６０キロメートルほど離れていますが、

当時は同心円上に避難指示、屋内退避命令などが

広げられていき、徐々に汚染地域が広がっていく

恐怖に怯える毎日でした。

それでも国は、より危険な地域から順次、人を

避難させてくれるものだと信じていました。

私が一番衝撃を受けた出来事は、避難所で、１

ヶ月近くたとうとするころ、テレビのニュースで

「東京の金町浄水場から放射性物質が検出された」

との報道でした。

福島第一原発から２００㎞も離れている東京で

放射性物質が検出されて、６０㎞の郡山の水が汚

染されていないはずはありません。

実際、翌日には福島市や郡山市などの水も汚染

されていると報じられました。

しかし、報道がなされても、地域住民全てにペ

ットボトルの水が行政から配られるわけではない

のです。

この国の多くの人が、福島原発事故により水道

水が放射能により汚染されたという事実を知って

います。しかし、私たち周辺地域の住民が、放射性

物質がたとえ「身体に直ちに影響はない」程度で

あるとはいえ、放射性物質が検出された水を飲ま

ざるをえない状況に追い込まれ、それを飲むとい

う苦渋の決断をしたということは知られていませ

ん。

また、その水を飲んだ母親の母乳を赤ちゃんに

飲ませるという過酷な決断を迫られたことも知ら

れていません。

あの時、どれだけの放射線を浴びたのかも分か

らない上に、私たちは汚染された水を飲み、たと

え直ちに影響はなかったとしても、一生涯、自分

や子どもたちに出てくるかもしれない健康被害の

可能性と向き合っていかなければならないという

現実があるのです。

それは、「不安」だとか「心配」とか、そのよう

な軽微な形容で言い表されるものではありません。

「被ばく」は事実であり、被ばくが健康に悪影

響を呼ぼすということも否定出来ない事実です。

私たちは、「被ばく」による健康影響という「恐

怖」と、あの日から向き合わされ続けているので

す。

避難して初めの１年間は、いつ戻れるか、いつ

になったら家族４人でまた再び一緒に暮らせるの

か、そればかりを考えていました。

これほど長期にわたり、見通しの立たない避難

生活を送り続けることになるとは、避難した当初

は考えてもいませんでしたし、避難生活は、苦痛

以外の何ものでもありません。

ですが、５年経ち、次々と明らかになっていく

客観的事実から考えれば、子どもの健康被害のリ

スクを高めることになる「帰還」（戻る）という選

択は、少なくとも私にはありえません。

放射能汚染は、当然のことながら強制避難区域

や福島県境などの行政区域で止まるわけではあり

ません。風向きや降雨、地形などによってホット

スポットが避難元にはいたるところに点在するこ

とが分かっています。

５年経った今でも、私の避難元・福島県郡山市

には、自宅の目の前に放射能のゴミが詰められて

いるフレコンバッグが何百個も並んでいます。そ

の環境に幼い我が子を戻そうとは、私にはとうて

い考えられません。
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５年前、震災直後から、長崎から放射線の専門

家という方が福島県にやってきて

「ニコニコ笑っていれば大丈夫」

「鼻血は放射能を心配しすぎるお母さんの気のせ

いです」

とふれて回り、小児甲状腺がんは１００万人に 1

人くらいしか発症しない、チェルノブイリとは違

うんだ、避難をするなんて神経質すぎる、という

風潮が作りあげられていきました。

ですが、５年経って、１００万人に１人か２人

しかならないはずの小児甲状腺がんは、福島県内

の１８歳未満の子どもたち（３０数万人対象）を

調べただけで、年々増加し、現在１６６人と多発

しています。放射能による汚染は、福島県内にと

どまりません。

日本国憲法の前文には、「全世界の国民が、ひと

しく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存す

る権利を有する」と書かれています。

私は、東京電力福島第一原発事故以降、放射線

被ばくの「恐怖」から免かれ、平和のうちに生存し

ていると思えたことは一度もありません。

あの日福島の空気を吸い、福島の水を飲んだ私

たちにとって、「被ばく」は、現実の「恐怖」以外

のなにものでもなく、避難できたからそれで終わ

り、ではありません。

私たちは、ずっとこの「恐怖」をかかえたまま

健康被害が発症しないことを祈ることしか出来な

いのです。被ばくと直面しながら、避難せずにい

る人々と同じように、子どもたちに甲状腺の検査

を受けさせる度、胸が押しつぶされる思いがし、

検査結果の通知を開封する度、手が震えます。

ですから、私たちは、子どもたちの健康被害の

リスクをもうこれ以上高めることはできません。

私は子どもの命や健康、そして未来を守るため

、ただ、避難を続けたいだけなのです。

それは「避難」という選択が、放射線被ばくから

もっとも直截的に身を守る行為だからです。

母子で避難を開始した５年前から１年３６５日、

一日も休むことなく、毎日が「今日も避難を続け

る」という苦渋の決断の連続なのです。

それでも私は、今日この法廷で意見陳述をして

いる今この瞬間も、私たちが避難していることは、

当然のことであり、正当であると確信を持ってい

ます。

放射能は目には見えません。

でも、少なくとも、この法廷の原告席に座る一

人一人は、誰の目にも見えているはずです。

そしてその後ろにいる、少なくとも全国各地に未

だに 10 万人を超える「避難」をした人々の存在そ

のものが、福島事故による放射能被害を見える形

で映し出しているのです。

一番真剣に「被ばく」と向き合う人々の声を、裁

判所には聞いて頂きたいと思います。

「放射線被ばくから免れ健康を享受する権利」

は、誰にでも等しく与えられるべき基本的人権で

はないのでしょうか。

国策と大企業である東京電力により推進された

原子力発電所の事故により、避難を余儀なくされ、

国の無策によって被ばくと向き合わされ続けるこ

とになった被害者に対し、国と東京電力はきちん

と向き合い責任を果たすべきであると考えます。

加害の側が被害を矮小化し、不均衡な支援によ

って被害者を分断し、避難の継続を妨害し、実質

的に帰還を強いるような施策の実施は、さらなる

重大な権利侵害であると思います。

裁判所におかれましては、どうか「ふつうの暮

らし」をしていた人々の「当たり前」の日常生活が

破壊された実態と、「被ばく」という「恐怖」と向

き合い続けなければならないという甚大な被害に

目を向け、公正な判決と早急の救済を期待します。

裁判長、人の命や健康よりも大切にされなけれ

ばならないものはほかにあるのでしょうか？

私は、放射線被ばくから免れ、

命を守る行為が原則であると考えます。

            以上
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東京から避難、だなんて子供の育つ環境にすご

く気を付けて配慮する思慮深いお母さん、そんな

風に思われるかもしれません。

でもとんでもない！それが全て正反対だったん

です 。私の頭の中にはお花畑がありました。一言

で言えば世の中そんなひどいところであるはずが

ない、そんなひどいことが起こるはずがない、と

いうような感じです。

だから事故当初は一切なんの配慮もせず、能天

気に暮らし、家の前の冒険遊び場でいつもと変わ

らず思いきり泥だらけで遊ばせる生活を子供には

させていました。

「 ところ 一体原発って何だったんだろう」

私がはたと思い立ち色々と調べ出した時、周りは

もう 原発のことなど話していませんでした。

私が、知るためにやったことはネットで人の話を、

ひたすら聴くということ。講演会、シンポジウム、

勉強会、学習会。初めは、原発とは何か、そして、

そして内部被曝って？ ということに関心が移っ

てきました。 そんな中で川根先生のご講演にも

出会いました 。川根先生は私に内部被曝という問

題に気づかせてくれた、その たいせつな恩人のお

ひとりなんです。

私には 11歳に なったばかりの娘がいます。

事故当初は 5 歳。さっきお話ししたように事故が

起きた時 、その後に続く日々も私は全く生活を変

えることなく子育てをしてきました。

事故一年目、娘は やたらと咳をするのが気になっ

てはいましたが前と変わらず元気一杯でした。

そして事故から 1 年、ちょうど小学校に入学し

た頃突然肺炎になり入院しそれを繰り返しました。

それから娘の体がおかしくなっていったのです。

「気持ちが悪い、だるい、頭が痛い、お腹が痛い、

寒気がする、体が痛い」

娘は訳の分からない症状に周期的に悩まされる

ようになり、それはだんだんとひどくなっていき

ました。

「娘はこんなではなかった」

事故前の娘の体を知る私の母親としての強い違

和感。それがその頃学び始めていた内部被曝の問

題と重なり、私は少しずつ娘の体が被爆の影響を

受けているのではないか、と思うようになりまし

た。

それで私はごく自然に、主治医に相談してみよ

うと思ったんです。

何より安心したかったんです。お医者はきっと

私よりはるかに豊富な知識と経験でもって私の

懸念を否定してくれるだろうと期待もしたんです。

分からないかもしれないけれどきっと一緒に考え

てくれると思いもしました。

甘かったです。

一言で言うと 私は初めから徹底的に否定され、

そして叱られました。最後には私の心配をされ子

供への影響も 懸念されました。

何と言ったら良いのでしょう全く話にならない

のです 。その被爆の可能性は 1 秒たりとも考え

てみるという姿勢ではありません。

そしてお医者さんは私が学んで知るようになって

きた 内部被曝ということのごく当たり前と思わ

れることも知らないようでした。

「 いいですか。この世は 放射線だらけなんです

そこもかしこも放射線だらけです」そんな言葉か

らお医者の話は始まったのです。

もちろん、安心したかった。

でもそれには納得することがどうしても必要で

した。

ショックでした。

すごく変だと、普通ではないと感じました。

この病院で初めて放射能という言葉を出した時

の対応が、あまりに おかしかったことで、私はこ

の問題には根の深い何かがある感じさせ、私は逆



東京から神戸へ避難 下澤陽子

16

に真剣にこの問題について考えるようになってい

ったのです。

病院の対応に関して言えば、ここが特別だった

というわけではありません 。その後もその後も

基本的に共通しているのは、お医者は、考えない

検討しないということです。だから話はできませ

ん。その後に叱られるか、鼻で笑われて馬鹿にさ

れるか、が違うくらいです。

私は一人ぼっちでした。同じ土地で生きる友達

には決して話せず、夫も医者と同じ立場で私を突

き放し、私達は言い争いを繰り返しました。

そんな中で、娘の得体の知れない症状は次第に頻

繁に、ひどくなっていき、最後は 身動きが取れな

い状態になっていきました。学校へは 1日もいけ

ない、友達とも遊べない、トイレ行くにもおんぶ。

私が、 三田先生の講演会の「関東の子供達の異

常について」という動画を見たのは ちょうどそん

なころでした。

先生は汚染のない土地へ動くことによって症状

が改善されたり血液の数値が良くなる、そういう

例が多いことをお話しされていました。

その頃先生は岡山への移住を控えてらして診察

は もう一杯でしたが、小平での最後の講演会に

なんとか間に合うことができ夫を必死で連れて行

き、相談に乗ってもらったのです。

「 僕はそれは被ばくの影響だと思いますよ」

この一言が決定的でした。夫は変わりました。

「娘を早く動かそう」夫婦の気持ちが初めてひ

とつになりました。

そして その後すぐに、夫の実家のある富山、そ

して沖縄、物件探しに行った神戸で娘は奇跡のよ

うにめきめきと蘇ったんです。

トイレでもおんぶだった娘が富山に行って、3日
目で徒歩 15分の海まで歩き、翌日には室内プール

で泳いでいました。

そして帰ってくると 1週間後にはもしくは翌日に

は ぐったりと前の状態に戻ってしまう娘を見て

私たちにはもう移住以外の選択肢は存在しません

でした。

三田先生は関東で被ばくという問題に向き合っ

て取り組んでおられる、唯一と言われる先生でし

た。

先生は被ばくの影響見るのなら、医者であるな

ら 血液を見るのが基本だっておっしゃっていま

す。先生は首都圏関東に住む大人や子供 3000 人

の 血液を取って調べ続けていらっしゃいます。

事故後年を重ねるにつれて見られた傾向がありま

す。それは 10歳以下の子供達の白血球と、その中

の好中球の数が減少してきているというものです

今、岡山の三田医院に東京から来る子供たちの

100人中 90人まで、この好中球の値が平均に対し

ていないと先生はおっしゃっていました。

この事はまさにうちの二人にも当てはまり、移

住前の血液検査で娘の白血球も好中球も正常な値

のギリギリでした。

そして移住後１年して初めて行った娘の 3 つ上

の兄の血液検査でも、ほとんど同じような傾向で

白血球の好中球も正常の ギリギリラインでした。

私達は三田医院で検査を続けていますが、前々

回前回とこの一年で、二人の数値は劇的に改善さ

れています。今は基準値にしっかり乗っています。

この結果でショックだったのは 息子はみんな

と同じように元気そのもので何の心配もしていな

かったということです。

元気でも体は確実に影響を受けている、という

ことなんです。

このことがとてもショックで私がこんなふうに

自分の体験を 伝えようと思う ひとつの理由です。

「うちの子供達だけの問題であるはずがない」
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という 焦りのような 思いです。

最後にお伝えしたいこと、ひとつ、書かせてく

ださい。

私たちが住んでいたのは、東日本のなかでは汚

染の薄い地域でした。線量からいえば、被曝影響

だなんて、大笑い！なのでしょう。私もずっとそ

う思ってきました 。ですが、そんな場所で、部屋

の中、つまりは居住空間でさえ、娘は何かを吸っ

ていました。

移住直前、敏感になっていた娘の身体は それを

教えてくれました。正確に言うならば、娘の呼吸

器が、教えたのです。

吸っていたものは何なのか、吸い続けているそ

れは、人の身体に健康にどんな影響を与えていく

のか、専門家の方々には一刻でも早く 検証して欲

しいと私はずっと願っています。


